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1．まえがき 

 

  初冬の候、平素は格別のご支援を賜り、誠にありがとうございます。

この度は10月の活動報告と11月の予定につきまして報告させていただき

ます。 

 

 設計時にパーツが干渉してしまい、スケジュールが遅れています。各

担当者で譲れない部分があり、議論をしながら再度設計をしているとこ

ろです。スケジュールの遅れから、全体でスケジュールを見直し、新た

なスケジュールを守るよう努力しています。 

 

 スケジュール上、製作工程に入る担当者もいるので、製作の実験や練

習をしています。OB方からアドバイスをもらい、より完成度の高いマシ

ンを製作できるよう、今後も設計や製作を頑張っていきます。 

 

 

SVエンジン始動時の写真 
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2．活動経過 

新潟大学 

NEXT. Formula Project 
 

 遠方からわざわざNEXT. Formula 

Projectのみなさんが来てください

ました。他大学との交流は自分た

ちの知識も増え、とても有意義な

一日になりました。 

建学祭 
 

 11月上旬に学園祭があり、2010

年度参戦マシンと2009年度参戦マ

シンを展示しました。多くの方が

マシンを撮影したり、質問をして

いただき、マシンを通じて交流す

ることができました。 

東海大学付属 

本田記念幼稚園 
 

 地域との交流として、東海大学

付属本田記念幼稚園のみなさんが

来てくださいました。園児にマシ

ンの説明をするのは難しく、四苦

八苦しましたが、とてもよい交流

ができたと思います。 
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3．各班の活動状況 

エンジン班 
 

 2009年度参戦マシンに搭載して

いたSVエンジンのオーバーホール

を行いました。オーバーホールを

行った理由については、報告書を

用意いたしましたのでご覧いただ

ければ幸いです。その後、エンジ

ン始動も行うことができ、異常も

なく慣らし工程まで完了すること

ができました。 

 今後は、2011年度日本大会で搭

載予定のグラデュウス650をボア

ダウン仕様にします。SVエンジン

での失敗を教訓にし、作業を行っ

ていきます。 

電装班 
 

 セルモーターを電動クラッチの

モーターとして使うことに決め、

セルモーターの駆動実験を行いま

した。起動電流が予想より高く、

実際に駆動できるまでに、回路や

半導体部品の変更を多数行いまし

た。駆動させることはできました

が、今後も実験を続け、完成度を

高めていきたいと考えています。 
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3．各班の活動状況 

足回り班 
 

 1,2,3年生の足回り班で会議を行

いました。先輩方から多くのアド

バイスを頂き、今後に生かしてい

きます。 

 設計面では、アップライト、

アーム及びフレームの最終アッセ

ンブリが終了し、材料の選定を

行っております。具体的には、

ロッドエンド、スフェリカル、そ

れぞれ使用する部分の選別を行っ

ております。今後、使用部品の発

注を行っていきます。 

ボディ班 
 

 カウルに関しては、熱流体解析

ソフトSTAR-CCM+を用いたカウリ

ングの研究を継続しており、車両

パッケージでの解析を始めまし

た。フレームに関しては、足回り

との調整を行っており、その過程

で当初の予定よりも軽量なデザイ

ンにすることができました。ま

た、フープ類の発注を行い、製作

の準備を進めています。それに加

え、発泡ウレタンを用いた、シー

トのマスター製作も行いました。 
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4．今後の予定(12月) 

2010年12月 活動予定内容 

・グラデュウス650ボアダウンエンジン組立 

 

・インジケーター製作 
 

・ハブ製作 
 

・カウル製作 
 

・シートのオス型製作 
 

・フレーム製作 
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5．スポンサー様一覧 

スズキ株式会社 様                  株式会社エフ.ピー.ジャパン 様          株式会社井上ボーリング 様 

車輌機器株式会社 様               フェデラルモーグル株式会社 様                   トムス株式会社 様 

  株式会社日本ヴューテック 様          エヌ・イー有限会社 様                            有限会社鈴村製作所 様 

株式会社コイワイ 様                       ジュニアモーターパーク                    株式会社シーディー   

                                  クイック羽生 様                       アダプコジャパン 様   

株式会社レント 様                      AVO/MoTeC Japan  様          NTN株式会社 様 

トタル・ルブリカンツ・ジャパン    日本グッドイヤー株式会社 様         有限会社及川製作所 様 

        株式会社 様 

株式会社ガレージ茶畑 様         ANSYSサイバーネットシステム       ソリッド・ワークスジャパン 

                                         株式会社 様                       株式会社 様 

(順不同) 

http://www.goodyear.co.jp/index.html
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日信工業株式会社 様                 株式会社エフ・シー・シー 様                   株式会社 

                                                             ミスミグループ本社 様                   

グッドリッヂジャパン 様                株式会社コタキ 様            東海バネ工業株式会社 様    

KUWAHARA BIKEWORKS JAPAN 様       スーパーオートバックス                   住鉱潤滑株式会社 様 

                                                                     湘南平塚店 様 

ナップス 伊勢原店 様  ハリケーン大阪単車用品工業株式会社 様   有限会社ブライトロジック 様 

中山ライニング工業株式会社 様      株式会社ワイピーシステム 様              株式会社ダイナテック 様 

本田技研工業株式会社 様         日産自動車株式会社 様 

（順不同）  

5．スポンサー様一覧 

京王観光株式会社 様 東海大学機友会 様 株式会社サイアン 様 

http://www5.ocn.ne.jp/~skill/
http://www.hurricane-web.jp/
http://www.bright-logic.com/index.html
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 6．活動場所・連絡先 

・活動場所 

 東海大学 湘南キャンパス ものつくり館 

・交通 

・小田急線(新宿より急行約70分,小田原

より約25分)東海大学前駅下車徒歩約25分 

・JR東海道線平塚駅下車東海大学行また

は秦野駅行バス(約30分)東海大学正門前

下車徒歩約5分 

連絡先 

Tokai Formula Club 

プロジェクトリーダー 賀来 大介 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 9aed3114@mail.tokai-u.jp 

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ http://formula.shn.u-tokai.ac.jp/ 

ものつくり館  


